
 

 平 成 ２８年 １１月 ２１日 
国土交通省九州地方整備局 
川 内 川 河 川 事 務 所 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

                         

○開催日時：平成 28年 12月 18日（日）13:30～16:30（13:00開場） 

○開催場所：「薩摩川内市入来文化ホール」薩摩川内市入来町副田 6043 TEL0996-21-4130 

○主な内容 

第一部 基調講演 「気候変動の影響と適応策」 

肱岡 靖明 国立環境研究所 地域環境影響評価研究室長 

 

第二部 サミット 「安全・安心・魅力ある川内川を次世代の子供たちへ」 

・コーディネーター 小松 利光   九州大学 名誉教授 

・パネリスト    岩切 秀雄   薩摩川内市長 

日髙 政勝   さつま町長 

隈元 新    伊佐市長 

米満 重満   湧水町長 

村岡 隆明   えびの市長 

佐藤 克英   九州地方整備局河川部長 

坂元 浩二   川内川河川事務所長 

川野 晃    鶴田ダム管理所長 

  ◆川内川サミット宣言 

 

○入場料 無料 

○当日の午前中に「第３回 川内川水系かわまちづくり推進協議会」を同じ会場の会議室で開催

致します。本協議会につきましても、別途記者発表致します。 

○発表記者クラブ：川内記者クラブ、えびの市政記者クラブ 

  
 
 

 

～安全・安心・魅力ある川内川を次世代の子供たちへ～ 

『川内川サミット』を開催します。 

 川内川流域で甚大な被害に見舞われた平成１８年７月洪水から１０年、私たちはあの大

水害から何を学び、どのようにして“防災・減災”を実現していくのか。また、川内川の

各地で行われている川を活かした取組を、点から線、線から面へと広げ、地域が元気にな

る“かわまちづくり”をどのようにして実現していくのか、安全で安心な魅力ある川内川

を次世代の子供たちへどのように伝えていくのかを考えるサミットを開催します。多くの

方のご参加をお待ちしています。 

〈問い合わせ先〉 

 国土交通省九州地方整備局 川内川河川事務所 

TEL0996-22-3271  FAX0996-25-0862 

     副所長（技術） 中村 星剛 （内線 204）  調査課長  安部 剛   （内線 351） 



●  川内川サミット宣言

小松 利光（九州大学 名誉教授）
■コーディネーター

岩切 秀雄（薩摩川内市長）
隈元 　新（伊佐市長）
村岡 隆明 （えびの市長）
坂元 浩二（川内川河川事務所長）

日髙 政勝（さつま町長）
米満 重満（湧水町長）
佐藤 克英 （九州地方整備局河川部長）
川野 　晃（鶴田ダム管理所長）

■パネリスト

～安全・安心・魅力ある川内川を～安全・安心・魅力ある川内川を
　　　　　　　　次世代の子供たちへ～　　　　　　　　次世代の子供たちへ～

川内川サミット

第二部

肱岡 靖明
（国立環境研究所
  地域環境影響評価研究室長）

■講演者

気候変動の影響と適応策気候変動の影響と適応策
基調講演

第一部

■日時：平成28年12月18日（日） ◎13：00開場 ◎13：30開演～16：30閉会

■会場：薩摩川内市入来文化ホール【薩摩川内市入来町副田6043 TEL.0996-21-4130】

■主催：薩摩川内市、さつま町、伊佐市、湧水町、えびの市、川内川河川事務所、鶴田ダム管理所

■後援：鹿児島県、宮崎県

入場無料

さつま町虎居地区さつま町虎居地区

川内川花火大会（ 薩摩川内市 ）川内川花火大会（ 薩摩川内市 ）

カヌー大会（ 湧水町 ）カヌー大会（ 湧水町 ）

えびの市消防出初式えびの市消防出初式

伊佐市菱刈地区伊佐市菱刈地区
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平成１８年７月、川内川流域は活発化した梅雨前線により、広範囲に渡り甚大な浸水被害などに

見舞われました。あれから１０年、全国各地でそれまでの記録を大きく上回る集中豪雨などが頻発

しており、川内川流域も、いつ再びあの様な大きな豪雨に襲われないとも限りません。

私たちは１０年前の大水害で何を経験し、自助・共助・公助の考え方の下、どのように水害に備え

“防災・減災”を実現していくのか。また、川内川の各地で行われている川を利活用した取組を、

点から線、線から面へと広げ、川内川沿いの市町が連携し、地域が元気になる“かわまちづくり”

をどのように実現していくのか、安全で安心な魅力ある川内川を次世代の子供たちへ、どのように

伝えていくのかをサミットを通じて考えます。たくさんの方のご参加をお待ちしております。

川内川サミット
〜安全・安心・魅力ある川内川を次世代の子供たちへ〜



お問い合わせ先
国土交通省　九州地方整備局　川内川河川事務所　調査課

URL：http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/summit 川内川サミット
☎0996-22-3359（ダイヤルイン ）　　0996-25-0862　E-mail：sendai@qsr.mlit.go.jp
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松元 IC
伊集院 IC

美山 IC

市来 IC

串木野 IC

薩摩川内都 IC

薩摩川内高江 IC

薩摩川内水引 IC

阿久根北 IC
阿久根 IC

鹿児島北 IC

薩摩吉田 IC

姶良 IC
加治木 J.C.T.

溝辺鹿児島空港 IC

横川 IC

栗野 IC

えびの J.C.T.

隼人西 IC
隼人東 IC

国分 IC

えびの IC
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入来町体育館前

〶入来郵便局

グラウンド

武道館

体育館

文
川薩清修館高校

入来温泉入口

入来文化ホール

駐車場駐車場
凡例凡例

徒歩 5 分圏内に駐車場を確保しています。

■会場のご案内

プ
ロ
グ
ラ
ム

開場～受付開始

開会挨拶　坂元 浩二（川内川河川事務所長）

第一部　基調講演「気候変動の影響と適応策」気候変動の影響と適応策」

13：00

小松 利光（九州大学 名誉教授）
■コーディネーター

岩切 秀雄（薩摩川内市長）
隈元 　新（伊佐市長）
村岡 隆明 （えびの市長）
坂元 浩二（川内川河川事務所長）

日髙 政勝（さつま町長）
米満 重満（湧水町長）
佐藤 克英 （九州地方整備局河川部長）
川野 　晃（鶴田ダム管理所長）

■パネリスト

肱岡 靖明（国立環境研究所  地域環境影響評価研究室長）

13：30 

▲

13：35

閉　会16：30

13：35 

▲

14：20

第二部　川内川サミット

●川内川サミット宣言

14：30 

▲

16：30

休　憩14：20 

▲

14：30

「〜安全・安心・魅力ある川内川を次世代の子供たちへ〜」「〜安全・安心・魅力ある川内川を次世代の子供たちへ〜」

ホタルの乱舞（ さつま町 ）ホタルの乱舞（ さつま町 ）曽木の滝 （ 伊佐市  ）曽木の滝 （ 伊佐市  ）曽木の滝 （ 伊佐市  ）
さつま町虎居地区さつま町虎居地区
陸上自衛隊第８師団提供

〜安全・安心・魅力ある川内川を次世代の子供たちへ〜

川内川サミット
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